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人間が処理し切れない多種類の
データをコンピュータで解析し、
データの中に隠れた構造を見つ
け出す技術が注目を集めていま
す。本展示では多種類のデータ
を同時に解析する機械学習の新
手法「複合非負値行列因子分解
法: NM2F」とその解析事例を紹
介します。

今回提案するNM2Fは複数のデー
タを同時に説明できる整合性の
とれたパターンを抽出すること
が出来ます。NM2Fは数値的な解
析性能が優れているだけでなく、
人間が理解しやすい横断的なパ
ターンを抽出するため、データ
を多角的に分析できます。

現在、自然気象や人間行動など
様々な種類のデータが世界中の
あらゆる箇所で観測されていま
す。目的に合わせて膨大な種類
のデータから重要なデータを選
び出し、社会に役立つパターン
を自動で抽出するシステムの発
展が期待できます。

多種類のデータを同時に解析することで
すべてのデータと整合性の高いパターンの抽出が出来ます

 複合非負値行列因子分解法 (NM2F: Non-negative Multiple Matrix Factorization )
⇒ 複数種類のデータ行列を1つの複合行列として扱い因子行列に分解する

単語・絵本・年齢・品詞の
それぞれを考慮した
パターンが抽出される

個々の行列
を結合させ、
大きな行列
を作る

全行列を
同時に分解

多種類のデータに横断的なパターンを抽出

応用例：絵本データの潜在構造解析
・絵本から抽出された潜在構造を可視化した。対象年齢と品詞が加わることでパターンの可読性が高まった。

 パターン（黄）の解釈：

感動詞（さあ、ほら等）をよ

く使う絵本には１歳児向け

の絵本が多いことが読み

取れる。

 パターン（赤）の解釈：

比較的難しい固有名詞

が頻出している。これら

の単語は複数種類の品

詞として使われている。

特に３歳児を対象とする

絵本が多い

Non-negative multiple matrix factorization: NM2F


